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令和７年１１月４日  

 

 

日光市議会議長 齋 藤 文 明 様  

 

 

日光市議会議員  山越 享太郎   

 

 

議 員 派 遣 報 告 書 

 

 

目  的  

（会議等の名称）

人口減少社会における出産とこども・子育て支援政策の問

題点と課題  

会議等の  

主催者の名称  

地方議員研究会  

場  所  

名称等：リファレンス西新宿大京ビル   

 

住 所：東京都新宿区西新宿７丁目２１－３  

期  間  令和７年１０月３０日（木）  

会議等の内容  別紙資料のとおり  

会議等の  

所感・成果等  

講義の冒頭に「議員の示すデータはきちんと信頼のおけ

る資料でないといけない」という強い言葉から講義が始ま

った。主に以下についての説明を受けた。  

・１９９０年からの子ども・子育て支援政策  

・１９５０年からの人口増減数・人口増減率の推移や施策  

・生涯賃金や生涯所得の推移  

・共働き世帯や出産前後の就業環境等  

・少子化社会対策（保育園や待機児童等）  

 夫の平日の家事・育児時間が長いほど妻の出産前後の継
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続就業割合は高く、夫の休日の家事・育児時間が長いほど第

２子以降の出生割合も高いとのデータを見て、夫が家事・育

児を手伝う大切さを改めて考えさせられた。国は、基本的な

目標として「希望出生数１．８」を掲げ、実現に向け具体的

な道筋を示そうとしている。国の示す道筋と日光市の現状

を今後も学んでいき、日光市が遅れを取らないようにして

いかなければならないと感じることのできる実のある研修

となった。  

 


